
令和２年度 藤枝西高等学校第３回学校運営協議会（議事録） 

 

１ 日 時 令和２年 11月９日（月）午後２時から４時まで 

 

２ 場 所 藤枝西高等学校 会議室 

 

３ 参加者  

会 長 青島 徳明 元公立中学校長【学校運営に資する活動者】 

副会長 髙橋  等 静岡産業大学教授【学識経験者】 

委 員 吉田 全機 自治会連合会西益津地区支部長【地域住民】 

委 員 田形 聡子 田形内科医院 臨床心理士【学校運営に資する活動者】 

委 員 寺田万理杏 フィットネス インストラクター【その他】 

委 員 永田美由紀 令和２年度ＰＴＡ副会長【保護者】 

校長（國川）、副校長（増田）、教頭（山本剛）、事務長（福與）、 

進路指導主事（赤池）、総務主任（山本浩） 

（教務主任（掛下）、生徒指導主事（鬼束）は、授業のため欠席） 

記録：総務課員（望月） 

 

４ 内 容 （進行）増田副校長 

(1)  校長挨拶 ８月 28日（金）に始まった２学期も早や２ヶ月を過ぎ、学期後半に入っ 

た。前回の協議会以降、学校行事の、生徒主体の計画・運営により大いに 

盛り上がった体育祭を筆頭に、グローバルハイスクール事業やコミュニ 

ティ・スクール事業においても当初計画に沿って順調に実施できており、 

とりわけ本校生徒が近隣中学校の生徒に対し行う学習支援、「日知塾」は 

開始が間近となっている。 

 

 (校内見学…生徒授業風景等) 

 

(2)  学校運営の進捗状況 

 ア グローバルハイスクール事業【留学奨励】 

   ９月 26日実施を予定していた土曜グローバルスクール「南米・フィリピン講座」 

は台風接近により順延となったが、12月５日に改めて実施を予定。12月 23日から 

３日間の日程で計画のエンパワーメントプログラムは 18名の参加希望者があり、 

開催可能となった。日本に留学中の外国人留学生とともに英語のみのコミュニケー 

ションで世界とのつながりを体感できることを期待している。 

 イ コミュニティ・スクール モデル事業【地域協働】 

   楽しく地域とつながろう！プロジェクト「ＺＵＭＢＡ」第２弾は 10月～12月に 

かけても月１回のペースで実施。受付や健康チェックの仕事には多くのボランティ 

ア生徒の協力を得ている。花づくりプロジェクトでは、来春に歩道花壇に移植する

新たな花の苗の育成について、地域への協力を開始した。９月から地域にも門戸を 

開いて改めて開始したグローバルワークショップは、10月にも１回実施、地域住民、 

大学生の複数参加があり、グローバルな課題について討論し合っている。11月にあ 



と２回実施予定。西高寺子屋プロジェクトは、地域が主導し、西高、近隣中学校が 

三位一体となって話が進展、名称も江戸時代田中藩の藩校にちなみ「日知塾」と決

まる。11月 12日に初日を迎える。 

 ウ コアスクール事業【学力向上・キャリア教育】 

   10月、教員向けアクティブラーニング研修を、Zoomを活用し実施した。同じ 10 

月、「総合的な探究の時間」の在り方について学ぶため、県外の先進校に教員３名が 

訪問している。 

 エ がん教育支援事業【基本的生活習慣確立】 

  毎月の「保健だより」で「がん」について掲載。11月、本校を会場にした「がん 

教育研修会」が開催された。12月、１年生全員と２年生希望者を対象とした外部 

講師による「がん教育講演会」を実施予定。  

 

(3)  学校概要説明 

ア 教務課 ２学期も後半に入ったが、生徒は落ち着いて授業に取り組んでいる。１ 

学期末に実施したアンケートでも、生徒の授業への理解度は、全学年と 

も「よくわかる」、「概ねわかる」を合わせた割合が 95％前後となってい 

る。授業に対する興味関心についても 90％前後の生徒が授業に対し、「興 

味がわく」、「やや興味がわく」のいずれかの回答を寄せている。家庭で 

の学習時間については、平日２時間、休日３時間以上行う生徒の割合 

50％を掲げているが、３年生はその両方で目標を達成できているものの、 

１， ２年生についてはまだ目標値に至っていない。令和４年度から始ま 

る新教育課程を見据え、教育課程編制について継続的に検討を実施中。 

イ 進路課 各学年で時宜にかなった適切な進路指導、進路行事を実施している。２ 

学期実施の主なものとして、１年生は９月にコース・進路説明会、10月 

に学部学科説明会（２年生と合同実施）、11月に進路講演会を行った。 

２年生は 10月に進路講演会と学部学科説明会（１年生と合同実施）を実 

施した。３年生は 10月に国公立大学希望生徒への講話を実施し、12月 

には大手予備校講師による共通テスト直前特別講座を実施予定。 

ウ 生徒課 生徒は２学期も落ち着いた学校生活を送っている。10月実施の体育祭は 

生徒が主体となって準備運営を行い、当日は大いに盛り上がった。地域 

で愛される西高生を目指し、その一環として部活動が率先して朝の挨拶 

運動を実施している。結果、校内生徒への浸透が見られている。部活動 

においては各部とも活発に活動し、秋に開幕した新人大会においてはバ 

ドミントン部の女子団体が２年連続で東海大会出場の快挙を成し遂げた。 

また、男女テニス部も県大会出場を果たし、今後開催される弓道部につ 

いても県大会以上への期待がかかる。 

エ 総務課 コロナ禍により例年と比べＰＴＡ活動は縮小傾向にあり、家庭と学校と 

の連携強化には至っていない。保護者への連絡は一斉メール配信を活用 

している。防災関係では、８月末の総合防災訓練は各家庭内での実施が 

多かったが、12月の地域防災訓練は各市町で実施が計画されている。同 

月実施予定の校内防災訓練においては心肺蘇生法を取り入れる方向で計 

画している。 



(4) 協議・意見交換 （進行）青島会長 

 

＜青島会長＞ 〇コミュニティ・スクール、グローバルハイスクール事業は、コロナ禍 

の中で順調に進んでいると感じる。 

〇ソーシャルコーディネーター等は、県からの加配はないのか。 

〇藤枝市内の小中学校は今年度中にすべての生徒と教員にタブレットが 

配布され、Wifi環境も整っている。小中学校ではタブレットに慣れ親 

しんでいるのに、高校に上がると英単語を電子辞書で調べるなど従来 

のやり方に逆戻りしてしまうので子どもたちも戸惑うのでは。 

〇西高では学校活動を通して、自分たちの力で成し遂げる力を付けてく 

れている。 

〇日知塾は３人しか中学生が来なかったとしても、開いたことに意義が 

ある。高校生、中学生、地域のお互いが winwinで良い関係を築いてい 

けることを期待する。 

＜高橋副会長＞〇来年度から定員が１クラス減ることにショックを受けている。現実に 

どうなっていくのか、この中で学校がどう生き延びていくのか。中学 

生へのケアも必要。私学は中高一貫などができるが、公立は難しいの 

で、コミュニティ・スクールで中学生と交流できるのは良いこと。 

〇体育祭が開催できて生徒たちのエネルギーを発散できる場ができて良

かった。 

〇今の人はグーグルの検索よりも「#（ハッシュタグ）」で検索をかける

ので SNSを使って情報を発信していくのも良い。 

 ＜吉田委員＞ 〇防災訓練のときに AEDの器具が不足しているのであれば、郡２丁目町 

内会に練習キットが 20セットあるのでお貸しできる。 

＜田形委員＞ 〇心療内科として気になることは、自分でも気づかないうちに書字障害 

（ディスグラフィア）や読字障害（ディスレクシア）を持っている子が 

いるということ。これらの診断が出れば、入試の試験時間を延ばす措 

置を取ってもらえたりするので、１，２年のうちに診断を出してもら 

うとよい。 

〇ツイッター、フェイスブック、インスタグラム等の SNSも利用し、ハ 

ッシュタグを使って広報・宣伝していくと知名度が広がるのでは。 

〇タブレットの普及について、まずはこの運営協議会の資料もペーパー 

レスでやってみるのはどうか。 

 ＜寺田委員＞ 〇日知塾の取組は良い。中学生をどう増やせるかが課題。普通の塾に行 

っている子も多い。 

 ＜永田委員＞ 〇中学生は西高でどういうことをやっているか知る機会もなく関わりが 

ないので、日知塾などで関わりができるので続けていってほしい。 

〇中３の子どもがいるので、募集減になり西高に入るのが難しくなるの 

ではと心配。 

 

 

 



別紙 

１ 基本方針「目指す学校像」 

(1)  教育目標 

校訓『自律 敬愛』のもと、調和のとれた人格の完成を目指し、地域や国際社会に貢

献できるグローバル人材を育成する。 

① 自主・自律の精神と主体性を養い、自らのキャリアをデザインし未来を切り拓く

学力と豊かな感性を持った生徒の育成 

② 他者への敬愛の気持ちを持ち、地域や国際社会の中で自己の能力を発揮し貢献

することができる生徒の育成 

(2)  目標具現化の柱（６項目） 
 

２ テーマ 

  「学校と地域が一緒に成長できることは何か？」【協働～双方向による支援・貢献】 

   ○地域の力（支援）をどう教育に生かすか？ 学校は地域に何を求めているか？ 

   ○地域に貢献できることは何か？ 生徒が住んでいる所も「地域」である。 
 

３ 年間計画 

月 学校運営協議会【熟議】 コミュニティ・スクール事業【協働】 

４  マスク作成プロジェクト＜実施＞ 

ZUMBA及び GLOBAL WORKSHOP（中止) 

５ 第１回学校運営協議会 

○基本方針「目指す学校像」の承認 

○テーマの検討、学校と地域の課題 

ZUMBA及び GLOBAL WORKSHOP（中止) 

６  藤蔭祭「地域とともに！」（中止） 

ZUMBA及び GLOBAL WORKSHOP（中止) 

７   

８  花づくりプロジェクト＜実施＞ 

９ 第２回学校運営協議会 

○学校運営の進捗状況報告 

○学校運営の課題整理 

ZUMBA及び GLOBAL WORKSHOP＜実施＞ 

 

10  ZUMBA及び GLOBAL WORKSHOP＜実施＞ 

11 第３回学校運営協議会 

○学校運営に対する必要な支援 

○学校運営と職員の任用 

ZUMBA及び GLOBAL WORKSHOP＜実施＞ 

日知塾＜実施＞ 

12  ZUMBA及び日知塾＜実施予定＞ 

１  日知塾＜実施予定＞ 

２ 第４回学校運営協議会 

○本年度の取組の評価と改善策 

○次年度基本方針(案)の協議 

 

３   
 


